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平成２９年３月１５日

人材育成に係る専門委員会合

小中高の現状､課題

沖 縄 県 教 育 庁
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沖縄県の公立小･中学校における現状と課題について

事項 学習状況について

現状 【小学校】

全国学力･学習状況調査の平均正答率の全国と本県の差（小学校）

【中学校】

全国学力･学習状況調査の平均正答率の全国と本県の差（中学校）

・小学校は、初めて、国語Ａ、Ｂ、算数Ａ、Ｂの全科目において全国平均を上

回った。

、 、 、 、・中学校は 国語Ａ Ｂが全国平均正答率との差が－5ポイント以内 数学Ａ

Ｂが－8ポイント以内となり、その差をさらに縮小させている。

課題 ・小学校においては、全科目で全国平均に到達し改善が見られるものの、学校
間差が見られ、全学校が全国水準に到達することが求められる状況である。

・中学校においては、全科目で授業改善は進んでいるが学習理解面で全国平均
に至っていない等の課題が見られ、継続した授業改善が求められている状況
である。

・小・中学校においては、学校質問紙における「思考を深める発問や指導 、」
「発言や発問の時間確保」の積極的に取り入れている割合が全国と比べて低
いので、教師の授業力向上が求められている状況である。

【参考（平成28年度学校質問紙より 】）
・ 思考を深める発問や指導」を、そのとおりだと思うと回答した割合「
小学校（本県21.6％、全国33.5％ 、中学校（本県13.6％、全国26.2％））

・ 発言や発問の時間確保」を、そのとおりだと思うと回答した割合「
小学校（本県29.3％、全国48.4％ 、中学校（本県18.4％、全国36.3％））

取組 ①学校支援訪問
②秋田県人事交流事業
③授業改善アドバイザー
④文部科学省の学力調査官を招聘した授業改善
⑤沖縄県 システムWeb
⑥沖縄県学力到達度調査
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現状

小学校 中学校
全国平均 4.2 12.1
ワースト３ 5.4 14.9
ワースト２ 5.4 15.4
ワースト１ 5.7 15.7

学校種 区分
その他（理由不明）

小学校 「不安」の傾向

「無気力」の傾向

「あそび・非行」の傾向

中学校 「不安」の傾向

「無気力」の傾向

３．平成27年度 長期欠席児童生徒「その他のうち「不登校」の要因を含んでいる者」（全国比較）

課題

・平成２７年度の小学校「不登校児童」は全国ワースト１で、今後、中学校での増加が懸念される。

・小学校の不登校児童の要因として、「その他」は分類別では32.7％で最も多く、区分別でも家庭に係る状況
　が最も高い数値を示している。さらに、本県の特徴として、小１から小２への不登校児童の増加率は１．９２倍
　であることから、幼少期の児童を持つ保護者への支援が課題である。

・対策として、SSWの処遇改善を図り、保護者支援や小中連携を担える優秀な人材を多く採用する等、より効果
　性の高い取組が急務である。

小中学校1,000人当たりでは、全国は０．８人に対
し沖縄は１．６人で２倍である。本県の不登校児童
生徒が内在的に存在する現状がある。

【小中：不登校】

沖縄 30.9% 58.6%

４．本県の「不登校児童生徒」の分析と課題

小中学校でワースト３に入っているの
は、沖縄県のみである。

１．小中学校1,０００人当たりの不登校児童生徒の割合（過去10年の全国比較）

２．平成２７年度　不登校児童生徒の要因（全国比較）

沖縄県の小中学校における課題と現状について

小学校

全国 21.8% 39.6%

平成２７年度　不登校児童生徒
1,000人当たりの割合

沖縄 全国
32.7％（１位） 22.5％（３位）

28.5％（２位） 33.7％（１位）

26.9％（３位） 28.6％（２位）

35.8％（１位） 7.6％（５位）

24.6％（２位） 29.7％（２位）

22.2％（３位） 30.6％（１位）

中学校

その他のうち「不登校」の要因を
含んでいる者の割合

・中学校の不登校生徒の要因として、「あそび・非行」分類別では35.8％で最も多く、区分別では学校に係る状
　況の中の「学校のきまり等をめぐる問題」が最も高い数値を示し、次に学業不振が高い数値となっている。
　　また、本県は小６から中１への不登校児童生徒の増加率は、２．６４倍であることから、学業やきまりをめぐる
　問題に対応するために、小中連携の強化を図り、同時に個々の抱える環境を改善できる支援が課題である。
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沖縄県の県立高等学校の現状と課題について

事 項 大学等進学率について

現状

大学等進学率は平成元年の ％以降、増加傾向にあるが、全国20.7
と比較すると、依然として開きがある。

平成 年３月卒業生 ％（最下位）全国 ％28 39.2 54.7
【参考】 ※学校基本調査

①大学等志願率 ％（ 位）全国 ％48.1 41 61.0
②平成 年度入試大学センター試験現役志願率28

％（最下位）全国 ％ ※大学入試センター発表28.7 43.4
③大学進学率 ％（ 位）全国 ％34.9 45 49.2

課題 ①島嶼県であるため、県外大学訪問やオープンキャンパスへ参加す

る機会が限られている。

②県内志向が強いが、県内大学の募集定員は限られている。

③県外大学等へ進学する際は、経済的負担が大きい。

【参考】

①平成28年度進路希望調査３年生４月 ※県立学校教育課調査

大学進学希望者 ％（内訳：県内約６割、県外約４割）44.2
②県内大学・短大入学者に占める県内出身者の割合

入学者数： 名4,739
内 訳：県内： 名( ％) 県外： 名( ％)3,772 79.6 967 20.4

取組 ①進学力グレードアップ推進事業

②キャリア教育支援事業

③アクティブラーニング研修事業

④達成度テストの実施（３年毎）

⑤本県教育の課題解決を図るため研究校を指定

⑥進路指導主任負担軽減に係る非常勤配置 等

H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H1８ H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27
H28.

3卒

全国 30.7 30.6 31.7 32.7 34.5 36.1 37.6 39.0 40.7 42.5 44.2 45.1 45.1 44.9 44.6 45.3 47.3 49.4 51.2 52.8 53.9 54.3 53.9 53.5 53.2 53.8 54.5 54.7

沖縄 20.7 19.6 19.4 20.2 20.1 21.0 22.9 23.5 26.2 27.7 28.8 29.9 31.1 31.2 30.2 31.0 31.1 33.6 33.5 36.1 37.1 36.6 36.7 36.2 38.2 37.7 39.8 39.2
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沖縄県の県立高等学校の現状と課題について

事項 就職率について

現状 本県高校生の就職内定率及び就職後の定着率(早期離職率)

は全国最下位の状況であり、継続した取り組みが必要である。

課題 (1) 就職内定率の向上

(2) 定着率・早期離職率の改善

(3) 県内企業の採用試験から内定通知までの期間が長いこと

取組 １．改善の方針

(1)就職内定率の向上

① 希望進路早期決定と就職活動早期開始の徹底

② 各校の就職指導の充実

③ 求人開拓による生徒の選択肢の拡充

④ 労働局・商工労働部等の関係機関との連携

(2)定着率の向上

① 定着指導の充実

② 関係機関との連携強化

２．これまでの取り組み

(1) 就職指導支援事業

(2) 就職活動キックオフ事業

55.4% 59.7%
早期離職率
(沖縄県) 56.0% 50.4% 56.0% 61.7%

H24.3 H25.3
早期離職率
(全国) 37.6% 35.7% 39.2% 39.6% 40.0% 40.9%

卒業年月 H20.3 H21.3 H22.3 H23.3

92.6% 92.7% 93.6%

99.0% 99.3% 99.6% 99.7%
就職内定率
(全国) 97.2% 98.1% 98.4% 98.3% 97.8% 97.2% 97.8% 98.5%

84.9%
就職内定率
(沖縄県) 90.3%

H21H20H19H18 H23 H27H26H25H24H17H16年　度 H22

92.7% 93.0% 92.2% 85.5% 81.8% 86.6% 88.5%
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沖縄県の県立高等学校の現状と課題について

事項 中途退学について

現状 ○平成 年度、県立高等学校の中途退学者数は 人(過去最少)27 707
、 、 、 。○中途退学率は ： ％ ： ％ ： ％と減少H25 2.6 H26 2.2 H27 1.6

○平成 年度の27
中途退学の理

由は 「進路変、

」 、更 が ％57.9
「学校生活・

学業不適応」

が ％とな12.3
っている。

○「進路変更」

のうち 「就職、

35.1を希望 が」

％で最も高い。

課題 ○平成 年度の中途退学率は全国が ％、県立高校が ％で27 1.4 1.6
あり、前年度の ポイント差から ポイント差まで縮小して0.7 0.2
いるが、依然として高い状況である。

○中途退学の理由の背景には、基礎学力における課題や他の高校等

への再受検、学校やクラスに馴染めない等、様々なことが要因に

なっている。

○中退学懸念者に対して、本人・保護者の意思を確認し、丁寧にか

かわり続ける支援・指導を行っており、対応する職員等の負担軽

減が求められている。

取組 ○中途退学対策担当職員への加配（ ： 校）H28 15
○スクールカウンセラー等の配置（ ： 校）H28 51
○教育相談担当教諭の授業 時間の負担軽減（ ： 校）4 H28 18
○高等学校生徒就学支援センターの活用

○教員の資質向上等のために

・中途退学担当者連絡協議会（全体会 月、定時制部会 月）5 1
・中途退学対策担当者加配校連絡協議会（年 回）2
・中途退学対策担当者加配校学校訪問（年 回）2

○各学校において、中途退学者の目標値の設定。

○中途退学者及び毎月の退学者数の報告

○中途退学に係る先進校視察

○中途退学対策に係るホームページの作成・更新
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沖縄県の高等学校の現状と課題について

事 項 不登校について

現状 ○平成 年度、県立高等学校の不登校者数は 人、 人当27 1,268 1,000
たりの不登校生徒数は 人となっている。28.8

○県立高等学校における不登校生徒数は ： 人、H25 1,428
： 人、 ： 人で、 人当たりの不登校生徒H26 1,332 H27 1,268 1,000

数は ： 人、H25 31.9
： 人、H26 29.9
： 人と減少H27 28.8

傾向にある。

○県立高等学校におけ

る不登校の要因に

、「 」は あそび・非行

、「 」が ％ 無気力33.1
が ％ 「不安」27.1 、

が ％となってお9.4
ります。

課題 ○平成 年度の 人当たりの不登校生徒数は全国が 人で27 1,000 14.9
県立高校の 人とは 倍近い差がある。28.8 2

12.5○不登校の要因としては あそび・非行 が最も高く 全国の、「 」 、

％と比べ、 ポイント以上の差がある。20
○不登校の実態は多様であり、コミュニケーション能力や基礎学力

の不足からくる学習意欲の低下、家庭や地域の教育力の低下や夜

型社会の影響による基本的習慣の未確立等が背景にある。

○不登校対策に係る事業の拡充が必要。

（ ）〈 〉・教育相談・就学支援員配置事業 ： 校 ソフト交付金H28 13
・スクールカウンセラーの配置（ ： 校）H28 51
・教育相談担当教諭の授業 時間の負担軽減（ ： 校）4 H28 18

取組 ○不登校改善の取り組み

・ わかる授業づくり」等による「魅力ある学校づくり」の推進「

・家庭と連携した基本生活習慣の確立

○教員の資質向上のための取組

・教育相談実践事例研修会（年２回：全校の担当教諭対象）

・カウンセリング実践講座（年 回、 時間、希望教諭等）27 108
○子ども若者みらいプラザ「ソラエ」等との連携

○新たな不登校生徒を生まないことが不登校生徒の減少に繋がるこ

とから、早期に休みがちな生徒を把握ため、不登校及び準不登校

（ 日以上の欠席）の調査を実施してる。15
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